
　  

図－５　２次系配管の肉厚検査等

今定期検査において、１，０１９箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施した。

点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

○過去の点検結果から減肉が確認された部位９箇所、他プラントにおいて減肉を確認した類似
　 部位１箇所、保守性を考慮し取り替える部位３３９箇所、合計３４９箇所の配管を取り替えた。

取替概要
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：主な配管取替箇所

① 余寿命５年未満で減肉が確認された
　　ため取り替えた（２箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  ２箇所
 
② 余寿命５年以上であるが減肉が
　  確認されたため取り替えた（７箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  ６箇所
　　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 　　  １箇所

③ 配管の保守性を考慮して取り替えた
　　（３３９箇所）
　　　炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  ３３６箇所
　　　炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 　　　　 ３箇所

④ 他ﾌﾟﾗﾝﾄでの減肉事象を踏まえ類似
　　箇所を取り替えた  （１箇所）
　　　 炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼　　 １箇所
　
　　　　　　　　　　　　　（合計　３４９箇所）

蒸
気
発
生
器

Ｇ

湿分分離加熱器
ドレンタンク

発電機

復水器

低圧タービン
高圧
タービン

復水ポンプ

高圧給水
加熱器

給水ポンプ

スチ－ム
コンバ－タへ

給水ブースタ
ポンプ

低圧給水加熱器

脱気器タンク

脱気器

湿分分離加熱器

第１第２第３第４

②④

①

③

 

点検済部位 未点検部位

主要点検部位 1,991 54 637 54 0

その他部位 1,690 41 287 41 0

合　計 3,681 95 0

今回点検実施後の
点検未実施部位

今回点検実施部位

1,019

「２次系配管肉厚の
管理指針」の
点検対象部位

今回点検開始時点での
点検未実施部位

　計算必要厚さを下回っている箇所、ならびに次回定期検査までに計算必要厚さを下回る可能性がある
と評価された部位はなかった。

 （結　果）

※

※日本機械学会が制定した「配管減肉管理に関する技術規格」などを踏まえて平成１９年３月２２日に
　改正した「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、今定期検査から点検部位を追加。
　


